
                

 

 

１ 研究授業④を終えて  

（１）本時 ＜学んだことを基に「工業の発展」を語り合う１時間＞ 

 〇これまでの学びから、自分たちの生活がどのように変わっていくか話し合う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 〇可視化しながら、話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本当に良いのか、立場を変えて考える。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

〇問いを見出し、今後の学習計画を立てる 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1１月２日 (火 ) 

研 究 推 進 部 

No.1８ 校内研だより 

 最初の導入もそこそこに、すぐ

に問いに向き合い、話し合いスタ

ートです。授業の最初は振り返っ

たり、話をしたりしがちですが、

何のためなのか考えると、省略で

きることは多いはずです。子供た

ちが話し合うことができる時間

をしっかり確保できるスタート

が、ナイスでした。 

 自分たちの考えを、付箋などを使いな

がら可視化していました。その場の問い

とメンバーに合わせて方法を選択でき

ていました。これまで何度も自分たちで

選択することを積み重ねてきた成果で

すね。ただ、「目的」は「話し合うこと」、

そのための「手段」が「可視化」です。

優先順位をもう少し、共有できるとスム

ーズだったかもしれませんね。 

話し合いを共有し、自動化し

ていくことは必ずしも良いこ

とばかりではないことに気付

いていきます。後半は、デメリ

ットについても踏まえながら

話し合いを続けます。多角的

（立場を変えて）に物事を見る

ことで、意味が見えてきます。

前時に学んでいた、様々な企業

の well-being な取り組みが、

ここでつながってきました。 

 いよいよ工業の発展を考えます。ここ
まで、主語が「自分たち」に近かったのに
対して、「生産者」側に移っていきました。
問いに正対しきれなかった子供もいまし
た。５年生の１０月という発達段階的に
もどうだったのか、今後も検討が必要に
なってきます。しかし、時代的にも企業の
メインの取り組みを調べるだけでは、産
業について理解しきれなくなってきてい
ます。今後も考えていきましょう。 



〇研究協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他 

 〇データ 

・授業記録、研究協議会記録はクラスルームで配信しています。今後の参考にしてください。 

 〇講師の櫻井先生から 

  ☆「豊かなくらし」とは、何か！？ 

  ☆次の小単元の事後に、どんな変容があるか確認する！ 

  ☆「結局、分からない…」の子供の揺らぎを大切に！ 

 〇授業者から 

たくさんのご意見やご指導をありがとうございました。工業の発展を考えさせることの難しさや、私自身

の課題を実感した授業でした。その中でも、子供たちはよく考えていました。本時のように子供たちが悩み、

学び合う瞬間を今後も大切にしていきます。また、櫻井先生からのご指導や先生方からのご意見を振り返り、

来年度の授業にもつなげていきたいです。本実践を行うにあたり、学年の先生方の事前授業や学年での検討

会、都小社研の先生方も含めた指導案検討会と、多くの方々の支えがあり、授業を行うことができました。

その感謝の気持ちを忘れず、今後も一小のみなさんと学ばせてください。よろしくお願いいたします。 

先生方もよく話し合
って、学び合いました。
「工業の発展を考える」
とは何か？大人でも答
えにくい問題を、子供た
ちと共有できる環境を
整えていきましょう。詳
しくは、記録を参照して
ください。 

急遽のお願いでした

が、髙瀬先生ありがとう

ございました。相変わら

ずの話し上手でさすが

の謝辞でした！ 



２ 東京大会 プレ研究発表会について （最後に案内を添付しています。） 

（１）日時 １１月 １１日(金)   １３：３０～１６：４５ 

  （髙瀬先生、松本先生、笠原は環境面や庶務面を見てくるので早く出ます。補教のご協力をお願いします。） 

（２）会場 新宿区立四谷小学校（ＪＲ四ツ谷駅から徒歩７分） 

（３）公開授業参観分担 

学年 組 単元名 参観者 

１ 
１ たのしいあき 

いっぱい 

黄田 深町 中原 

２ 石関 中堀 

２ 
１ もっとなかよし 

まちたんけん 

渡部 宮坂 塩見 深野 

３ 鈴木 崎浜 志村 太田 

３ 
１ 

新宿区の移り変わり 
加藤 川戸 

２ 松本 板澤 

４ 
１ 受け継がれる 

伝統や文化 

齊藤 荒井 

２ 小場 浮嶌 

５ 
１ くらしと産業を変える 

情報通信技術 

安藤 鈴木 

３★ 笠原 高木 瀬戸 

６ 
１ 明治の新しい 

国づくり 

大樂 井村 

２ 髙瀬 矢野 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

☆実践が終わった学年から研究紀要の作成をお願いします。 

☆振り返りについて学年で話してみてください。 

☆ペーパレス活動にご協力をお願いします。 

☆  １日(火) 校内研指導案検討（１年生） 

☆１1 日(金) 都小社研プレ発表（新宿区立四谷小学校）  研究だより⑱ 

☆１５日(火) 校内研究会⑦（研究授業⑤４年生） 研究だより⑲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆３年生以上の学級は、各学級２人の参観になります。 

☆５年３組（★）は体育館で中継を行うので、何人でも大丈夫だそうです。 

☆原則、現在の担任の学年でお願いします。 

 

☆せっかくの機会なので、時間に余裕をもって出発してください。 

 



５ 東京大会 プレ研究発表会案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


